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近
代
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
の
再
検
討
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
と
中
間
の
文
化
交
流
は
近
代
に
入
る
と
、

い
て
大
き
な
変
化
を
遊
げ
ま
し
た
。

郎
ち
、
質
に
つ
い
て
い
え
ば
、
従
来
文
化
交
流
が
、
日
本
が
中
関

の
文
化
を
専
ら
学
ぶ
と
い
う
、
一
方
向
の
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
近

代
に
入
る
と
、
日
本
が
中
間
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
「
近
代
」
化

に
出
遅
れ
た
中
川
問
、
が
、
中
間
に
先
駆
け
て
「
近
代
」
化
を
遂
げ
た
、

汀
本
の
文
化
を
学
ぶ
よ
う

に
も
な
り
、
文
化
交
流
は
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ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
交

流
は
、
単
に
日
本
が
中
国

に
学
び
、
中
間
、
が
日
本
に

学
ぶ
と
い
う
よ
う
な
単
純

な
も
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
、
近
代
訳
語
(
西
洋
の

事
物
、
文
物
の
訳
語
)
の

よ
う
に
、
日
本
が
中
国
に

ん
だ
成
果
、
が
中
簡
に
学

そ
の
質
と
議
に
お

ば
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま
た
そ
の
逆
の
こ
と
も
起
こ
り
う
る
と
い

う
、
後
雑
な
様
相
を
鼓
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
議
に
つ
い
て
い
え
ば
、
交
通
の
発
達
(
汽
船
に
よ
る
日
中

間
の
航
路
就
航
等
)
や
近
代
的
関
交
の
樹
立
に
よ
り
、
そ
の
交
流
が

量
的
に
従
来
に
比
し
て
飛
躍
的
に
増
大
し
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
書
物
を
通
じ
て
の
交
流
、
文
物
・
制
度

を
通
じ
て
の
交
流
、
人
的
交
流
と
い
う
交
流
の
三
つ
の
相
を
通
し
て
、

近
代
に
お
け
る
日
中
文
化
「
交
流
」
の
様
相
を
考
察
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
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日
中
に
お
け
る
、
十
九
世
紀
後
半
の
地
理
知
識
受
容
に
つ
い
て

!
「
海
国
函
志
』
、
『
議
嚢
士
山
路
』
の
受
容
を
中
心
に

阿
川
修
三

十
九
世
紀
に
入
る
と
、
東
ア
ジ
ア
で
は
欧
米
列
強
勢
力
の
進
出
が

著
し
く
な
り
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
世
界
(
天
下
)
、
即
ち
東
ア

ジ
ア
世
界
に
し
か
関
心
の
無
か
っ
た
、
日
本
、
中
国
の
知
識
人
も
、



世
界
(
欧
米
〉
の
事
情
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
ま
ず
貌
源
が
、
来

華
宣
教
師
が
漢
文
で
書
い
た
世
界
地
理
の
警
な
ど
に
基
づ
き
、
『
海

間
関
忠
』
を
著
し
た
。
中
間
で
は
出
版
(
一
八
四
回
)
直
後
さ
ほ
ど

の
反
響
も
な
く
、
法
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
、
二
、
一
一
一

O

年
の
歳
月
を
要
し
た
。

日
本
で
は
、
蘭
学
に
よ
り
世
界
地
理
の
知
識
の
蓄
積
が
あ
る
程
度

あ
り
、
更
に
中
間
で
西
洋
人
の
貫
教
師
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
漢
訳
洋

警
に
よ
っ
て
西
洋
の
地
理
歴
史
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
っ
そ
し
て

明
海
館
関
志
』
(
一
八
四
七
年
第
二
版
六
十
巻
本
)
が
幕
末
に
態
船
で

長
崎
に
伝
来
す
る
と
、
拐
を
お
か
ず
、
『
海
街
路
志
』
金
一
編
の
出
版

で
は
な
い
が
、
そ
の
一
部
の
篇
が
和
刻
本
で
出
版
さ
れ
た
っ

そ
れ
は
当
時
日
本
人
の
関
心
が
あ
っ
・
た
地
域
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、

黒
船
来
航
の
ア
メ
リ
カ
を
扱
っ
た
「
暴
利
加
洲
部
」
、
北
方
か
ら
進

出
す
る
ロ
シ
ア
を
扱
っ
た
「
俄
羅
斯
国
」
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
イ
ギ
リ

ス
を
扱
っ
た
「
英
吉
利
関
部
」
、
イ
ギ
リ
ス
の
様
民
地
に
な
っ
た
イ

ン
ド
を
扱
っ
た
「
印
度
一
国
部
」
な
ど
部
分
や
、
海
防
を
論
じ
た
♂

海
篇
」
、
軍
事
技
術
を
扱
っ
た
「
火
輪
船
図
説
」
、
「
水
時
間
関
説
」
等
け

訓
点
を
付
け
た
り
、
訓
釈
さ
れ
て
二
十
六
種
類
ほ
ど
刊
行
さ
れ
た
。

そ
し
て
老
中
阿
部
正
弘
、
海
防
掛
川
路
間
抗
議
な
ど
の
幕
開
閉
か
ら
、
ザ

末
を
代
表
す
る
知
識
人
、
た
と
え
ば
、
佐
久
間
同
象
山
、
横
井
小
構
、

吉
田
松
陰
な
ど
の
世
界
地
理
知
識
形
成
じ
大
い
に
貢
献
し
た
こ
と
は

既
に
諸
費
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
和
刻
本
の
撞

類
の
多
さ
、
そ
の
部
数
の
多
さ
か
ら
晃
て
も
、
幕
末
の
多
く
の
一
般

の
知
識
人
に
も
読
ま
れ
、
世
界
地
理
知
識
受
容
に
お
い
て
幕
末
の
臼

本
人
に
広
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
間
違
い
な
い
。

な
お
『
海
国
間
志
加
に
少
し
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
た
、
世
界
の
地
理

書
で
あ
る
、
徐
継
禽
の
町
議
審
議
志
略
』
に
つ
い
て
も
、
日
中
で
の
反

応
は
ほ
ぼ
向
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
日
中
に
お
け
る
、
十
九
世
紀
後
半
の
世
界
地
理
知

識
受
容
の
相
違
は
、
準
時
の
日
中
知
識
人
の
関
心
の
あ
り
か
の
違
い

の
反
映
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
日
中
文
明
の
本
質
的
違
い
、
就
中

そ
の
世
界
観
の
違
い
い
に
か
か
わ
っ
て
い
よ
う
。
(
文
教
大
学
)

(80) 

羅
振
玉
と
臼
本
の
中
図
書
面
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
松
村
茂
樹

し
て
審
欝
を
響
く
し
た
羅
振
玉
(
一
八

九
一
一
年
か
ら
八
年
に
わ
た
る
京
都
で

九
…
九
年
六
月
二
十
一
日
、
中
間
に
婦
問

す
る
に
あ
た
り
、
内
山
公
園
内
の
自
本
料
亭
・
在
阿
弥
で
送
別
会
、
が

関

か

れ

た

。

そ

撮

影

さ

れ

た

一

法

、

送

別

会

に

参

っ
て
い
る
。



こ
れ
ら
の
人
々
は
、
各
界
よ
り
集
ま
っ
て
お
り
、
①
荒
木
寅
三
郎

(
顧
問
)
・
内
藤
虎
次
郎
(
湖
南
)
な
ど
の
学
界
(
京
都
帝
国
大
学
関

係
者
)
、
②
犬
養
毅
(
水
蛍
了
小
川
為
次
郎
(
鰭
斎
)
な
ど
の
政
財

界
、
③
上
野
理
一
(
有
一
竹
)
・
西
村
時
彦
(
天
間
)
な
ど
の
新
関
界
、

④
富
向
百
錬
(
鉄
斎
)
・
一
長
尾
申
(
関
山
)
な
ど
の
文
墨
・
欝
爵
築

刻
界
、
⑤
佐
伯
恕
一
郎
・
木
村
得
批
判
問
(
捧
堂
)
の
医
学
界
、
⑤
源
問

庄
表
構
内
(
大
観
)
・
問
中
慶
太
郎
(
救
堂
)
・
小
林
忠
次
郎
な
ど
の

出
版
・
写
真
界
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
振
王
と
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
は
、
書
一
間
文
義
趣
味
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
犬
養
毅
や
三
浦
悟
楼

(
観
樹
)
の
よ
う
な
政
治
家
に
も
連
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
送
別
会
の
席
上
、
犬
養
毅
は
羅
振
王
に
、
「
あ
な
た
は
こ
の

間
に
い
て
、
い
つ
も
た
だ
学
術
を
諮
り
、
政
治
に
及
ぶ
こ
と
が
な
い
。

今
、
お
別
れ
に
あ
た
り
、
慣
例
を
破
っ
て
二
一
一
一
口
い
か
が
か
?
」
と
、

政
治
論
を
甲
つ
な
が
し
た
。
羅
按
玉
は
そ
れ
に
応
じ
、
そ
も
そ
も
、

「
東
方
」
は
内
政
を
重
視
し
、
「
西
方
」
は
外
征
を
推
進
す
る
と
い
う

根
本
的
な
差
異
を
指
摘
す
る
。
そ
の
「
西
方
」
の
外
征
に
よ
号
、
「
東

方
」
の
中
間
は
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
実
は
、
当
詩
の
日

本
も
税
麗
し
、
「
西
方
」
に
な
っ
て
、
「
東
方
」
の
中
国
に
外
征
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
隷
振
玉
は
、
「
西
方
」
の
外
妊
の
結
果
が
「
赤
化
」

で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本
は
そ
の
徹
を
踏

む
な
と
一
言
う
の
だ
。

犬
護
は
こ
の
論
理
に
す
る
。
日
本
は
「
東
方
」
で
あ
り
、

つ
内
方
」
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
根
底
に
は
、

中
図
書
顕
文
墨
趣
味
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
「
東
方
」
へ
の
敬
意

と
尊
重
を
育
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
中
爵
の
書
磁
を
好
み
、
そ

れ
が
ゆ
え
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
が
、

時
の
い
わ
ゆ
る
報
端
な
欧
化
主
義
へ
の
ア
ン
チ
テ
i
ゼ
と
し
て
、

定
の
理
性
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
大
妻
女
子
大
学
)
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教
え
る
つ
も
り
が
教
え
ら
れ

i
服
部
宇
之
吉
の
漢
文
・
儒
教
観
と
中
国
佐

藤

一

樹

服
部
宇
之
吉
は
、
後
代
の
評
価
、
が
大
き
く
分
か
れ
る
人
物
で
あ
る
。

日
中
交
流
と
い
う
読
点
か
ら
は
、
漢
学
者
で
あ
り
な
が
ら
古
典
に
惑

溺
す
る
こ
と
な
く
、
「
現
実
の
中
国
を
直
視
し
、
客
観
的
に
中
国
お

よ
び
中
国
人
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
(
山
根
幸
夫
)
と
高
く

評
価
さ
れ
た
。
他
方
、
中
国
哲
学
研
究
史
の
文
脈
か
ら
は
、
「
絶
対

主
義
的
天
皇
制
擁
護
の
楼
端
で
は
あ
る
が
高
踏
か
っ
空
想
め
い
た
教

義
」
(
一
戸
川
芳
郎
)
を
広
め
た
東
京
の
漢
学
の
張
本
人
と
し
て
、
ア



カ
デ
ミ
ズ
ム
に
徹
し
た
と
さ
れ
る
京
都
支
那
学
と
対
比
し
た
厳
し
い

批
判
を
受
け
た
。

ニ
つ
の
相
反
す
る
評
価
だ
が
、
実
は
、
服
部
の
学
問
が
、
学
問
と

し
て
ひ
と
つ
の
高
み
に
達
し
て
い
た
江
戸
漢
学
と
は
、
ほ
と
ん
ど
関

係
牲
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
認
識
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。

京
師
大
学
堂
師
範
館
総
教
習
と
し
て
、
中
国
の
近
代
高
等
教
育
の
立

ち
上
げ
に
尽
力
し
た
こ
と
と
、
東
京
帝
菌
大
学
の
支
那
哲
学
講
座
主

任
教
授
と
し
て
、
中
間
古
典
研
究
を
西
洋
近
代
に
由
来
す
る
学
問
体

系
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
学
を
頂

点
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
学
問
を
全
額
否
定
す
る
点
に
お
い
て
、
表
裏

…
体
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

服
部
は
京
部
大
学
賞
で
心
理
学
や
論
理
学
を
教
授
し
た
が
、
こ
れ

は
草
創
ま
も
な
い
帝
国
大
学
の
哲
学
科
出
身
者
が
担
当
す
る
科
目
と

し
て
、
当
時
の
通
念
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
一
八
九
九
年
に
狩
野

誼
蓄
と
と
も
に
中
関
へ
の
最
初
の
官
費
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

体
験
と
も
あ
わ
せ
、
北
京
で
教
授
し
た
経
歴
は
、
間
服
部
を
従
前
の
漢

学
者
と
決
定
的
に
分
か
つ
も
の
と
な
っ
た
。
(
漢
学
科
出
身
の
狩
野

の
場
合
、
怯
統
漢
学
と
の
断
絶
は
服
部
一
ほ
ど
明
確
な
も
の
で
は
な

い
。
)
そ
の
経
股
の
重
ι

み
は
、
総
教
習
と
し
て
の
功
績
で
清
朝
か
ら

進
十
一
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。

考
設
学
で
著
名
な
漢
学
者
島
町
重
識
を
岳
父
に
も
つ
一
報
部
、
が
、
ど

れ
ほ
ど
伝
統
漢
学
と
の
断
絶
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
窺

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
は
報
部
錨
人
の
意
図
を
は
る
か
に
超

え
て
、
臼
本
の
近
代
文
化
を
徳
川
時
代
表
で
の
経
緯
と
い
っ
た
ん
切

り
離
し
て
創
成
し
よ
う
と
企
留
す
る
、
井
上
毅
や
誤
尾
新
ら
政
府
当

局
者
の
部
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
服
部
を
「
絶
対
主
義
的
天
皇
制

擁
護
」
の
立
場
に
あ
っ
た
と
非
難
す
る
の
は
あ
ま
り
意
味
が
無
い
。

戦
後
宮
療
政
治
の
得
意
の
手
法
で
あ
る
外
圧
を
利
用
し
た
爵
内
改
革

に
似
て
、
文
化
交
流
も
ま
た
、
お
互
い
の
文
化
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら

ず
、
交
流
し
よ
う
と
す
る
主
体
そ
の
も
の
に
も
多
種
多
様
な
結
果
を

も
た
ら
す
権
力
関
係
が
作
用
す
る
こ
と
を
、
削
減
部
字
之
宮
の
例
は
顕

著

に

示

し

て

い

る

。

(

一

一

松

学

舎

大

学

)

(82) 


